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Ⅰ．法人の概要                 

（令和 5 年 3 月 31 日現在） 

法 人の名称 公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設 立年月日 
平成 14 年 4 月 1 日 

平成 24 年 4 月 1 日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374 番地の 1 
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役 員 等 

 

評議員（五十音順） 

泉谷 隆夫 （川上村議会議長） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会次長） 

塩谷 章次 （川上村議会総務文教委員長） 

塩見 浩之 （奈良県水循環・森林・景観環境部長） 

下楠 朋之 （橋本市水道環境部長） 

末松 新一 （和歌山県企画部地域振興局地域政策課長） 

杉浦 淳  （大阪工業大学研究支援・社会連携センター長） 

杉本 晃一 （川上村住民課長） 

谷本 光司 （一般社団法人 近畿建設協会理事長） 

中村 嘉宏 （和歌山市企業局長） 

西野 浩行 （奈良県水道局長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

栗山 忠昭  代表理事・理事長（川上村長） 

阪口 和久  代表理事・副理事長（川上村副村長） 

森脇 深   業務執行理事（川上村水源地課長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （明治大学文学部兼任講師 橿原考古学研究所特別研究員） 

前  浩輔 （川上村立川上小・中学校校長） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学 先端理工学部 環境生態工学課程准教授） 

芳川 一宏 （奈良県水循環・森林・景観環境部 水資源政策課長） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

 

 

主 な 会 議 

 

定例理事会  ６月 ６日（前年度事業報告及び決算の件ほか） 

定時評議員会 ６月２４日（評議員選任の件、理事、監事の選任の件 

前年度事業報告及び計算書類等の承認） 

臨時理事会  ６月２５日（代表理事の選任の件） 

臨時理事会  １１月２１日（利益相反取引について） 

定例理事会  ３月２３日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか） 
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Ⅱ．事業の状況 

 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等のプ

ログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。そし

て流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意識の

向上ならびに環境保全に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 9・11・3 月 3 回 42 名 
水源地の森での体験学習。定員を減ら

すなど感染症対策を行った上で実施。 

団体（企業含む）研修等での利用 通年 10 件 219 名 「水源地の森」散策や森づくり体験等。 

環境教育支援（学校対応） 通年 107 件 5,502 名 
小学校から大学の見学案内及び 

出張源流教室（オンラインを含む） 

森と水の源流館 

ESD 授業づくりセミナー 
6.7.9.2 月 5 回 118 名 

近畿 ESD ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連携事業で教

員のための授業計画づくり。2/11 に実

践報告会を開催。 

源流人会の運営 通年 － 
個人 49 

団体 6 

家族 21 

会員募集、管理。定期情報の発信。 

山の神行事等会員限定行事の実施。 

村民グループの自主活動支援 
6.8.10.2.3 

月 
5 回 36 名 

源流人会のうち、村民による「川上村自

然観察研究会」との観察・調査協力、勉

強会。 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

源流のつどい 

草刈りボランティアの機会づくり 
6 月 １回 ７名 

旧白屋地区の草刈り・外来種の駆除を

行い、水源地域の環境保全にかかわる

意識啓発。 

夏休み（館内）プログラム 7～8 月 7 種 - 

村民を講師に「木の端材ネックレスづく

り」ほかのプログラム、職員による自由研

究の相談、観察会を実施。4 

水源地の森守募金 通年 - 196,475 円 
寄せられた募金は環境保全啓発のため

のチラシ印刷や看板製作に充当。 

流域等各地へのＰＲキャラバン 通年 2 回 - 
「和歌山浦しらすまつり」「川上村剣道交

流大会」に出展・参加。 

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3 月 3 回 - 
財団の動きや各事業報告・調査レポート

など。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体的に

維持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 － 
利用者 

11,916 名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修。 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 48 回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修。 

（入山者 339 名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 16 回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理

施設の見回り・点検、補修。 

 

開館２０周年記念に関わる取組み 

20 周年記念イベント 公益Ⅰ・Ⅱ 
4/29 記念ライブをオンライン配信、11/23 やまぶきホー

ルで開催のシンポジウムを同時配信中継 計 444 再生 

ホームぺージのリニューアル 公益Ⅱ 
20 年ぶりに森と水の源流館ホームぺージを刷新。ぺージ構

成やレイアウトのわかりやすさを重視。 

館パンフレットのリニューアル 公益Ⅳ 
前年度での一部展示改修を反映し、利用シーンが写真で伝

わることを重視。 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 5・6・8・10 月 4 回 71 名 
参加者公募型の調査。8 月実施分は

河川で回収したゴミの回収と分別をと

おした環境保全学習をメディア発信。 

旧白屋地区の定期観察と発信 通年 － － 

白屋地区の資源利用について、現状

の利用実態を調査し、住民参加型地

域協働について考察。 

水源地の森下層植生調査 6・10 月 4 回 10 名 
水源地の森でニホンジカの食害を防

ぐ防鹿柵を設置し、下層植生の回復

状況の調査を継続。 

水源地の森自然環境調査 9～2 月 － － 

平成 14 年度から令和 3 年度までの

調査結果のとりまとめを行い、水源地

の森の現状を把握するとともに、保全

上の課題を整理。 

川上村内の自然環境調査 12～2 月 － － 
村内におけるニホンジカの分布状況

を調査。 

他機関との合同調査 通年 － － 

吉野川・紀の川流域の生物（魚類・水

生昆虫）について和歌山県立自然博

物館と「水源地の森」での魚類等を合

同調査。 
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収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲 CD など）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（ペットボトル入湧水・雑貨品など）、自然

観察用品（野帳・ルーペなど）を販売している。 

収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

 委託者 時期 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 8/22～12/31 3ha の二次林管理作業 

和歌山市民の森体験学習業務委託 和歌山市 10/15・29 
市の公募による参加者に森の

散策等の学習会を開催。 

水のつながりプロジェクト実施等に係る業務 川上村 4/11～2/28 
農作業や源流散策など平野部

との相互交流事業実施支援、

報告書作成。 

ESD の視点をいかした流域連携推進業務 川上村 12/1～3/20 
「つなぎ合いプログラム」と称

し、川上村役場、関連団体等

の職員とともに勉強会を運営。 

大滝ダム供用開始 10 周年記念イヤー

プロジェクツ検討業務 
川上村 10/3～3/20 

令和５年度の大滝ダム 10 周年 

の年の水源地の村としてのアク

ションプランを検討。 

東京海上日動（和歌山支店） 

Green Gift 地球元気プログラム 
日本 NPO センター 4/1～9/30 

流域の環境保護に関する啓発

として、流域の団体と協同で生

きもの観察会を実施。 

森林環境教育における業務 田原本町 5/20～12/31 
森林環境譲与税にかかわる事

業。間伐見学他の 

体験ツアー 

奈良県特定希少野生動植物コサナエ

保護管理事業に係る指導、協力 

（一財）下北山むら

づくりセンター 
5/1～12/22 

現地調査への同行、普及啓発

活動への協力、景観保全への

アドバイス。 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文化に

ふれる体験型ツアーを含めた研修の受け入れなどを行った。 

 

 

4 月・11 月、また 7 月予定ぶんを 3 月に延期して開催。 3 月は「水源地の森」手前での安全対

策により、通常と異なるコースで実施。 

。 

 

 

 

 

 

【団体・企業の研修等での利用】 

 

 

 

 

奈良県フォレスタ―アカデミー（11/19）           奈良ダイハツ株式会社（12/6） 

 

【環境教育支援（学校対応）】 

コロナ対策で学校来館時の貸切対応は継続。学校利用状況はコロナ以前並みに増えている。 

 

 

 

 

天理市立丹波市小学校3～5年生（11/1）   和歌山市立砂山小学校4年生出張源流教（11/4） 

  

【一般公募型 水源地の森ツアー】 
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【森と水の源流館 ESD 授業づくりセミナー（近畿 ESD コンソーシアム）】 

現役教員を対象に、実際に学校で行う授業の単元計画作成に対して奈良教育大学が指導に

あたるセミナーを年間 5 回とおして開催。（オンライン含む）最終回には実践報告会を実施。 

 

 

 

 

授業づくりセミナー実践報告会（2/11） 

 

【ESD の取組発信】 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県内の環境イベントにて学習報告と募金活動。（橋本市立あやの台小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習成果を「海洋サミット」で発表 

（和歌山市立雑賀小学校） 

 

 

 

 

「しらすまつり」で 

紀の川のめぐみラーメン販売 

（和歌山市立雑賀小学校） 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

相変わらずコロナ禍の影響で、他の地域へ出ての交流や、また川上村での大規模な交流行事の機

会は少ないが、可能な機会と手段で発信を行った。 

 

【源流のつどい】 

旧白屋地区での草刈りボランティアと同時に外来植物についての学習と駆除。（6/4） 

 

 

 

 

 

【夏休み館内プログラム】 

 

 

 

 

「木の端材のネックレスづくり」（8/8）           「お散歩自然観察会」（7/29） 

 

【流域等各地での情報発信・ＰＲ、啓発活動】 

和歌山市「しらすまつり」（11/3）では学習支援を行った学校といっしょにステージで発表会 
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【水源地の森守募金】 

通年の呼びかけや、「水源地の森」ツアーなどにかかる環境協力金で集まった募金で「水源地

の森」保全の啓発パンフレット等の印刷、看板の製作に充てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機関誌『ぽたり』No.54・55・56 号発刊】 

活動報告や調査結果などを記載し、夏・秋・春の定期発刊。源流人会会員、村内観光施設、村

内図書館、国会図書館ほかへ配布している。 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

源流地域の環境の実態把握と周知をねらいとして、流域をはじめ都市部の人々に協力を呼び掛

けた参加型の調査も実施した。 

 

【吉野川紀の川しらべ隊】 

「川上村の外来種をしらべよう」  

調査内容 

川上村白屋～北塩谷間の外来種を調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 5 月 29 日 

概要 

村内に定着している特定外来生物ナルトサワギクの

分布状況調査と駆除作業。公募で 10 名が参加。身

近な環境に潜む外来生物の他の生きものへの影響

や見つけた時の対処など啓発をはかった。 

 

 

 

 

 

 

実施風景 

 

「シリーズ季節の昆虫をしらべる」  

調査内容 

川上村西河（蜻蛉の滝）・旧白屋地区の昆虫を調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 4 月 10 日・6 月 12 日 
8 月 14 日・10 月 9 日 

概要 

住民参加型定期調査として年４回、参加者を公募。

午前は川上村西河（蜻蛉の滝）、午後は旧白屋地区

で目視による昆虫の記録を行った。のべ 30 名参加。 

 

 

 

 

 

 

 実施風景（6/12 旧白屋地区） 

 

「源流のゴミをしらべよう」  

調査内容 

投棄されたゴミの分別を通して環境保全を考える 

実施期間、時期 

令和 4 年 8 月 20 日 

概要 

TOYOTA SOCIAL FES!! Presents ～きれいな吉野

川を未来に残そうプロジェクト～で公募により、30 名

が参加。村内で回収された川遊びやバーベキュー、

キャンプが原因と考えられるゴミを見た参加者からは

「まずは自分が行動したい」「消費のありかたを考え

直さねばならない」という感想を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

実施風景 
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【水源地の森自然環境調査】 

吉野川源流-水源地の森の保全事業に関する環境調査  

調査内容 

「水源地の森」の総合評価を行い、現状と課題を明ら

かにし、適切な管理と活用に向けた提案を行う 

実施期間、時期 

令和 4 年 9 月～令和 5 年 2 月 

概要 

過去２０年間の調査結果のとりまとめを行うことにより、

「水源地の森」の現状を明らかにし、実施可能な保全

策の提案や「かわかみ源流ツーリズム」で活用できる

基礎資料となる報告書にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

水源地の森下層植生調査  

調査内容 

「吉野川源流-水源地の森」内の下層植生を調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 6 月・10 月 

概要 

平成 18 年度より継続しているモニタリング調査。 

「水源地の森」内に設置したニホンジカの食害を防ぐ

防鹿柵内外において下層植生を比較し、ニホンジカ

の食害による影響と防鹿柵内の植生回復状況につ

いて調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査風景（10/8） 

 

川上村内の自然環境調査  

調査内容 

シカ糞粒法による個体数調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 12 月～令和 5 年 2 月 

概要 

令和３年度から開始した川上村内におけるニホンジ

カの生息状況調査のうち、林業体験の森において過

年度同様にシカ糞粒法を用いて個体数調査を行っ

た。また、村民参加型調査として、川上村自然観察

研究会協力のもと、フィールドサイン法（糞塊）を用い

た分布調査を行った。 

 

 

調査風景（2/20） 

 

 

 



12 
 

【他機関との合同調査】 

吉野川紀の川流域の生きもの調査  

調査内容 

吉野川紀の川流域の生物多様性調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月 

概要 

和歌山県立自然博物館と合同で吉野川・紀の川の

生物相調査を実施した。調査で得られた魚類は中流

水槽の生態展示に活用した。また、本調査において

紀の川流域で初記録となるオオサカサナエを確認

し、和歌山県立自然博物館と連名で発見速報展示

を両館同時に開催した。 

 

オオサカサナエ速報展示 

 

川上村魚類調査  

調査内容 

ブラウントラウト及びカジカ大卵型生息状況調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 7 月～令和 5 年 3 月 

概要 

川上村漁協が注意喚起をしている外来魚ブラウント

ラウトの生息状況調査と、全国的に希少なカジカ大

卵型の生息状況調査を川上村漁協の協力のもと、 

和歌山県立自然博物館と合同で調査を実施した。 

 

調査風景（12/20） 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

【「森と水の源流館」の管理】 

指定管理協定にもとづき年間の施設の維持管理・運営管理として、案内や企画展などを開催。 

 

【企画展】 

ユネスコエコパークと川上村（4/29～11/29） 

開館 20 周年記念企画展として、「川上村の自

然と民俗利用」「人里の自然」「水源地の森」の

三部構成の展示から、川上村に暮らす人と森

の関りが、人が自然と共生しながら持続可能な

暮らしを目指すユネスコエコパークの理念に合

致していることを紹介した。 

 

 

 

「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理 

「水源地の森」及び休憩小屋・管理棟の定期的な見回り・点検・清掃・修繕を実施。 

散策道の修繕のほか、「水源地の森守募金」を用いて、「水源地の森交流施設」に、ゴミの投棄、

山林周辺での火気使用の禁止を呼びかける啓発看板を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡渉木橋の修理                         散策道の整備 
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開館２０周年記念に関わる取組み 

 

 

 

【開館 20 年事業の周知】 

折にふれて開館 20 周年の周知徹底を行った。 

 

 

1 年間使用した開館 20 周年のシンボルマーク 

 

【記念ライブ】 

開館記念日にあたる 4 月 29 日は 

「継続の先にひらくあらたな未来」をテーマに

森と水の源流館から YouTube でライブ配信

を行った。開館にかかわった職員らも参加

し、設立のおもいや意図をあらためて共有、

また ESD や博物館連携など、近年の動きに

かかわるキーパソンらとともに、20 年間のあ

ゆみと、未来への決意を共有した。 

配信映像は一部編集し、森と水の源流館公式 YouTube チャンネルにて公開している。 

 

【記念シンポジウム】 

「川上村源流の日」に近いところで 11 月 23 日 

やまぶきホールを会場にシンポジウムを開催。 

テーマは、「樹と水と人の共生を未来につなぐ」 

奈良女子大学大和・紀伊半島学研究所と連携

し、川上村の自然との共生について、林業の歴

史、課題から考察することを基調講演で行ったあ

と、その理念をどのように活かすか、活かしいてい

るかについて、ESD や地域づくり等の広い視点か

ら提言を寄せるシンポジウムを行った。 

本会場のほか、2 か所のサテライト会場を設け、オ

ンラインでつなぐとともに、YouTube でライブ配信

も行い、あわせて 120 人が参加した。 

配信映像は一部編集し、森と水の源流館公式

YouTube チャンネルにて公開している。 
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【館パンフレットのリニューアル】 

令和 3 年度末までに行った一部展示リニューアルを反映し、利用シーンの写真を取り入れたパ

ンフレットとするため、リニューアルオープンからあえて 1 年遅らせて製作した。 

 

～パンフレットのコンセプト～ 

・「源流はモノゴトのはじまり、はじまりは未来とつながる」をテーマに 

・一見不思議な「イ」「ロ」「ハ」という言葉を表紙に配している 

・イロハは「ことのはじめ」つまり、基本をあらわす 

・丸・三角・四角という基本的カタチを用い、それぞれのカラーは森と水の源流館の３つのゾーンのテーマカ

ラーとなっている。 

・きちんと整然と並べることで「基本を大切にする気持ち」、原点や自然への畏敬の念を表現しながらも、楽

しく POP に、時に躍動的に展開している。 

・ラック等へ配架時の視認度を高めるため A4 サイズとして前面に基本情報をまとめた。 

・観音開きを左へ、右へ開くごとに各ゾーンへつながる。 

・そのままタテに 4 分割に折ることや、さらに折ってポケットサイズにできるなど、多様な折を誘導する画面

分割のデザインとしている。 

・「もらって楽しい」「何年つかっても飽きない」パンフレットをめざした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ホームぺージのリニューアル】 

パンフレット同様に、一部リニューアルされた展示の利用シーンが伝わるようにしている。開館時

から初めての大幅リニューアルとなったが、凝りすぎたものとせず、得たい情報に素直にたどり

つきやいぺージ構成としたことも森と水の源流館らしいといえる。 
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収益事業（受託事業） 

【水のつながりプロジェクト実施等に関する業務】（川上村） 

大和平野土地改良区と川上村が共催する吉野川分水受益地と水源地域の交流事業。 

橿原市立香久山小学校と川上小学校がそれぞれの地域で体験を行い、水源地域と大和平野が

吉野川分水でつながっていることを実感する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲刈り体験（10/25）（橿原市内）                 源流体験（11/25） 

 

【東京海上日動和歌山支店 Green Gift 地球元気プログラム】（日本 NPO センター） 

ステークホルダーとして和歌山県立自然博物館に協力をもらい、紀の川の水が育む生物多様性

の啓発と、環境保全への動機づけを行うことにより、身近な河川へ興味を持ってもらい、水源地域

へとおもいをめぐらせるきっかけ作りを行った。 

  

紀の川河川敷の生きもの観察（6/18）               磯の生きもの観察（7/24） 

 

【ESD の視点をいかした流域連携推進業務】（「つなぎ合いプログラム」） 

「仕事をつなぐ！ 役割をつなぐ！ 人をつなぐ！ 意識をつなぐ！」を共通目標に、川上村役

場各課、教育委員会、一般財団法人かわかみ源流ツーリズム、公益財団法人 吉野川紀の川

源流物からの参加を得て、勉強会を運営。 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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